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義歯ケアに関する解説 
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超高齢社会における有床義歯装着者の増加に伴い、口腔ケア、義歯のケアは健康長寿

を延伸させるうえで重要な課題です。そのためには本学会が正しい義歯の取り扱い方に

ついて社会、国民に説明責任を果たす必要があります。義歯のケアは義歯の清掃法、義

歯洗浄剤の使用法、義歯の管理、義歯安定剤の使用の可否、など多岐に亘ります。 

日本義歯ケア学会では平成 22 年（2010 年）に義歯のケアに関するガイドラインの策定

を目的として、村田比呂司教授を委員長として検討を重ねて参りました。義歯ケアガイ

ドラインの作成にあたってはまず、歯科医療関係者や国民がどのような疑問を持ってい

るかを知り、それに対する根拠のある科学的論文があるかを検索しなければなりません。

そこで平成 23 年に臨床的疑問点（クリニカルクエスチョン、CQ）の抽出を行い、義歯の

洗浄、義歯安定剤、義歯の保管、口腔乾燥症、その他の５項目について文献検索と検討

項目をまとめました。平成 25 年に絞り込んだ CQ について各委員が構造化アブストラク

トを作成し、推奨度を設定しました。その結果を参考に、グレードが高く推奨度が高い

こと、医療関係者や国民の関心が高いこと、類似の項目について他学会のガイドライン

と齟齬がないことなどを考慮して４項目に絞り込み、日本義歯ケア学会ガイドラインと

してホームページに公表することにいたしました。今後は新たなエビデンスが蓄積され

た時点で本ガイドラインの改定・追加を随時行っていきます。 

ここに、本学会ガイドラインの解説を掲載し、国民の皆様に義歯のケアに関する情報

を提供するとともに、これを活用されることを願っています。 

 

 

 

1 義歯装着者におけるデンチャープラークコントロールの有効性 

 義歯装着により口腔内環境はより複雑になり、汚れやすく、デンチャープラークの形

成が多いため、デンチャープラークコントロールは必要かつ有効な手段である。 

 デンチャープラークは単なる食物残渣や着色物だけではなく、口腔内微生物とその生

産物にも関与しており、口臭、残存歯の齲蝕や粘膜異常の原因になるだけでなく、胃潰

瘍の病因菌である Helicobacter pylori も検出されている 1)。これらのデンチャープラ

ークの除去には義歯用ブラシのみならず、義歯洗浄剤や超音波洗浄などを併用すること
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で、効果的にプラークを除去できるとされている 2-4)。義歯は毎日使用後、義歯用ブラシ

により機械的清掃法と義歯洗浄剤を用いる化学的洗浄法の併用を指導する。また、でき

れば定期的に歯科医師もしくは歯科衛生士による洗浄も行うことを指導する。さらに、

義歯清掃時に口腔内を含嗽し、清潔に保つようにすることを指導する。 
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2 義歯洗浄剤の必要性 

義歯洗浄剤を使用することにより、義歯清掃効果が高くなる。義歯用ブラシや超音波

洗浄器との併用により義歯清掃効果はいっそう高まるため、併用が望ましい。義歯洗浄

剤の使用は、微生物のバイオフィルム形成を防止することにより、殺菌効果が高まる。

しかし、形成されたバイオフィルムへ義歯洗浄剤を浸透させるためには、義歯洗浄剤の

みより、義歯用ブラシや超音波洗浄器などの機械的清掃法を併用した方がより効果的で

ある。 

文献 
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る研究 超音波洗浄法による洗浄効果について．日本歯科医療管理学会雑誌 2002; 

37: 294-301． 
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3) Jose A, Coco BJ, Milligan S, Young B, Lappin DF, Bagg J, Murray C, Ramage G. 
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formed in vitro on acrylic resin. J Prosthodont 2009; 18: 427-431． 
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3 義歯用ブラシと義歯洗浄剤の併用の有効性 

義歯洗浄剤のみよりも義歯洗浄剤と義歯用ブラシを併用する方法が望ましい。デンチ

ャープラークの除去にはブラシによる機械的清掃に比べて、義歯洗浄剤による化学的洗

浄が効果的である 1～5）。加熱重合レジン板を用いた in vitro の実験において機械的清掃

と化学的清掃の併用が化学的清掃よりも有意に菌数を減少させ 2）、また付着物を除去す

る効果が認められた 6）。義歯装着者を対象とした場合、義歯用ブラシと義歯洗浄剤の併

用の方が、義歯洗浄剤単独よりも効果があるとの報告 3、7、8）があるが、両者に有意差が

ないとの報告 4、5）もみられた。従って、必ずしも併用の方が優れている方法とは結論づ

けられないものの 9）、義歯洗浄剤とブラシを併用した方がより効果的に清掃できる可能

性がある。 

文献 

1) 貞森紳丞、小谷博夫、二川浩樹、浜田泰三．義歯性口内炎の臨床的研究（第２報）
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cleaning methods．Evid Based Dent 2009; 10:109． 
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4 軟質リライン材の咀嚼機能向上の観点からの有効性 

 軟質リライン材を下顎全部床義歯にリラインすることにより、咀嚼機能を向上させる

症例と効果を及ぼさない症例がある。軟質リライン材は一般的に通常のレジン床義歯に

より咀嚼時疼痛を有する無歯顎患者に適用され、主として下顎義歯にリラインされる。

現在、主としてアクリル系とシリコーン系の材料が使用され、製品により粘弾性的性質

や耐久性が大きく異なっている。 

文献 
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